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静岡地学第80号 (1999)

前田は静岡地震の静岡市側の被害に

ついて見たのであるが、今回は清水市

側と有度山の被害について、当時の諒

どによって見ることに

する O

に比べ

の7

2入、

111 J、

った。ま~、

これ

さ lbm

に円弧状に

して、

自

O 

主主 5 -1103 

強震(その 2)

5召*

間5 清水市地国
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ちていた。 1丁目)では古い鐘楼が全壊し、楼門の下部が北方に数cmずれ、

は約2割転倒していた。水起神社(現荒神社)では石灯篭の上部が転落し、下部は 5cmばかり北30
0

東の方向に移動し、時計向きの僅かな回転をしていたO

巴JlIに近し も著しいようであるが、潰し尽くすという程の激しさはみ

られない。

巴川西(右)岸にはJlIに並行に小亀裂があって、その約100m西方にも、これと並行な亀裂があっ

た。]11に沿う工場は東向きに傾き、東(在)岸の水神社の境内の石灯篭 1基は東30。北に倒れていた。

この付近では石塀が額jれ、傾いた家が少しあった。巴JlI下流西岸では家々のガラス戸が傷んでいた。

巴JI!の流域の地盤の悪い所に限って被害が著しい。

波止場前の郵便局の前では領いた家が少々見られ、近くの旭町の妙盛寺(現在

では嘉石は全部北東微東方向に倒れた。

3 11に移転)

追分付近では東海道線路傍の家が北東に傾れているのが散見された。街道の両側の家の内部の

ふすまなどの破損は甚だしく、

渋川の北端(巴JlI北岸)にある

しには住めない。これらの家は相

は軒を連ねて倒壊した。

〉ょうだ。

清水市は地震当夜は変電所が壊れ、

郊外有度山の北東麓の有東坂@

となった。

は大きい被害を受け、その南の齢越も周囲に比べれば割りに大

きし

し、

し〉

けた O

(時計廻り)、

った。

南30
0

東位のものが多い。

村松、

えられるという O

東)。

船越合わせ 34戸、半壊 74戸で、その他の家屋が東へ滑動

りより有度山よりにある家屋の被害が大き

く、墓石は古いものが全体の数%ばかり転倒した。その方向は

4某は南南東に倒れた。

は外見上殆ど見られない。概して地盤が良好のためと

(港近く毘道150号沿い)では墓石が回転した(北130西→北東日。

駒越より西の有度山下の増(ゾウ)、蛇塚などの集落では想像以上に被害が軽しこの辺一帯のイチ

ゴ栽培用の石垣(コンクリート製の厚さ 3cm、面積30cmX 15 cm伎のものを培養土の斜面に積む)

は想像以上に崩れ落ちることが少なし時に多少崩壊している程度であった。特に石垣の東端が崩壊

していた。これらの石垣が南に面していることが余程崩壊を少なくしたと思われると述べているO

このあたりでは小規模な山崩れが所々見られた。増の竜源寺では墓石は僅か 1%程度が転倒し、そ

の方向の多くは東250北である O

山北麓の草薙駅付近は大し はなく、日

には傾いた家は見ら は

のものは完全に崩落したが、東西向きのものはさほどでは

東100，，-，加。北の方向に倒れていた。

内の墓地では 50個位の墓石が殆ど全部倒れた。その

割位はそれと正反対の向きであった。また、いず、れも

-30-

口の神社の鳥居も

71TI、南北 41TI位)

カ〉つんO

、向屋敷の

白壁の南北向き

5基が何れも

たほか多少の被害があった。

と間様で、その中2

100位ずつ していたO



静岡地学 80号 (1999)

袖師では興津よりは被害が多く、埼原JlIの南では屋根瓦のずれ、家屋の傾き等がはっきり見える場

合が多かった。鈴木島では路傍の石灯篭が倒壊し、その方向は南70
0

西であった。地元民の話ではこの

辺の石碑や石灯篭は殆ど倒壊したという O また、家屋は軒並みに南南西方向に傾き、間集落の南端の

一画は特に著しい。 JI/尻の小学校では屋根瓦のず、れ、窓ガラスの破損(1割程度)があった。袖師村

役場(当時)の建物の中の北北西向きの「たんすjは倒れ、建物は北北東に傾いたものがあった。

真如寺(現袖師町)では墓石の大部分は北西に鶴れ、庫裏は少々北に傾いた。南西のガラスは破れ

なかったが、東に面した障子は菱形となって紙が破れた O 竜雲院(現西久保町)では山内の三界霊塔

が北微東(北北東)に落ちた。建物は北微東にやや傾いた。

興津では屋根瓦に多少被害が見える所もあり、清見寺付近では石灯篭も も倒れなかった。町の

西端の波多打]11尻の埋め立て地は最大 20cm位沈下した。

この地震の現清水市内の町@集落別の被害は第4表のようであるO これによればこの地震で半壊以

上の被害を受けた割合が20%以上に及ぶ、のは、市街地の茜の外れの元追分25.9%、有度山北東麓の有

東坂@今泉の 24.2%で、その南の船越も 11.8%で南北に連なっているO

そしてこの地域に隣接する馬走(マパセ)7.7%、渋j[[8.6%と率が高い。また、清水港付近のi日称

(現在の市役所付近)にあり、港と巴川にはさまれた入船町13.2%、港町7.3%、万世町7.5%な

どがあり、また 13.9%、橋新田 9.7%がある O このよう し〉

地域は点在している O の の5%以上になった地域は冗追分9.5%、

巴JlI左岸は現在は市役所、銀行などがあって市の主要部になっているが、慶長以前の地図にはなく、

1625 (正保 2)年の清水絵閣には記載されていることから、砂州、iが次第に増大したことがうかがわれ、

1854 (安政元)年の安政東海地震津波で更に大きくなって現在の大きさになったらししその後築港

の埋め立てによって次第に広げられたのであるo (注) (第 7図)

油ーし十一日記ム山川みかゆハ-h--や間的にするため、 75m平方の自の中の半壊以上の被害家屋を数えてみ

るO この方棋に入る半壊以上の家屋が5軒以上の区域を拾い出すと第8図のし 2，3，ム 5，6， 

?の番号を付けて囲んだ部分となる O し 5ラ 7は上述の砂州の上にある O この砂州

数が 0~1 の を引いてみると、第8図のように舌状の区域となる O これをこの砂州の成

と比べてみると、 1625年、 1742年の砂州の区域とほぼ一致することがわかるO ム

5， 7 

いることが分かる O こと

ると、 l警 2警 3の

られ、西から I

鋳物師町一

この砂丘には畑や人家が並び、

時の 2万 5千分の 1地形図)から

きいしし 3の この砂丘の列と

し 2警 3の部分かち北

， γん吋=:'~.Lfし蹴爪出、'rh ..-:r..、J、きた砂升!の上に載って

にあることに注目したい。

しているO この区域には幾つかの砂丘の列が見

江尻小芝町、

の4本がある O

っていて、砂丘の間は狭長な出が発達していることが地形

8関にこの砂丘列が記入しである。

にはさまった器地であることがこの図からも分かるO

いのは人家がまだ疎らなためである O また、巴Jllの高髄
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の6の区域は大正5年版の地形図には田として示された区域で新しく家ができた新開地であった。

の部分と巴J11の関はまだ田になっていて人家が少ないため、図には被害が現れていないのであるO

草薙~清水間の逆川鉄橋(川幅8m)は地震で鉄橋から草薙、清水側共に 1301nの問、路床が最大

30cm沈下し、鉄橋基部は橋台との開に線路に沿って 30mm、それに直角に北方へ3'""'-'41nm移動し

(J 11幅約70m) は逆J11と

..".. 

L叩

ったが規模は小さかった。た。巴}I
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静両地学第80号 (1999)
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主幹線家態

。 会緩家箆

日
x

。後審激護服
被害鮮少区域

域耳可 砂丘列

千思

f千

関8 清水市被害家屋分布図(静関強震続報)

(注)第7閣の清水市変遷図(向島の地形の変化)に付いては、次のような説5)もあるO

年代不明ではあるが、江戸初期と思われる最も古い地図を見ると、向島は延長も稿も狭い。それが

正保2年(1645)から延享2年 (1745)の僅か 100年間に南方に約1.000m伸び、幅も 2倍になって

いる O この寄州、iによって、巴JI!の河口は南方に押しやられ、巴JI!の河岸港となった。安政元年

7年)の大地震が起こる前までは巴JI!のJlI幅はず、っと広かったので、河口港として不自由はしなかっ

た。

以上吉地図から、①江戸時代初期より約 100年間の寄州は緩慢 ②江戸中期より約 150年間には寄

州は急激に発達 ③安政の大地震で土地が一度に増大した。④明治以後自然現象による寄州ではなく

人工による埋め立て地が増大した。

清水港の被害はこの地震の 5年前に起き

改修された部分以外の岸壁が大きな被害を受け，'-0 

(M 7.3， 1930.11. 26)で大き

地の丙岸壁(日の

を受けて

は

に向って 2~6m も滑り出し、そ に幅約 12n1、深さ平均約1.5mの亀裂を生じ 2擦が

34 
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静岡地学第80号 (1999)

倒壊したため、使用不能になった。この亀裂は北に伸びて乙岸

甲岸壁及び追加岸壁に達し、南端部では深さが数m(海面

下1~2m) となったため、海水が侵入した。しかし、北伊豆地

震で破壊された乙岸壁とその後造られた追加岸壁の被害は軽

かった。

巴川の河口左岸の乙物揚場は全長にわたって 0.6m余、同右

岸の両物揚場は最大 1m余、それぞれ川側へ滑り出し、背後が

陥没した。

凡例

官z2'背蔀i尤関E主力支
岬馳 j費出積所

0;警出撃{粍)

平面図

図9 向島の変化

不ニ見境立地

名 称 最大手費出量 最大沈下霊 被響状況

F母燦星雲 5， 481 0， 874 費霊害警‘土塁2襲警底豊重亀翼手!;(

乙鯵鐙 0， 853 O. 220 被響軽微

Ifl浮霊童 O. 107 0， 135 紫策切断、強壁亀裂ヲきをズ

追加燦鐙 0， 373 O. 108 被響軽微

鉄遊鰐翠 O. 780 0， 256 

物鶏場・媛浮 1. 845 0，マ 66
m
 
m
 o喬7jく港管理事務所1号38)思10

く滑り出して、

物がめつル

は南端

0.3mほど陥没しハ-0

が、北へ向って海傑への傾斜が増し、北端では 1m

じた亀裂のうちには噴砂をともぽつ

によ
} 

'-剛、

下田町(現下田市)60km 

したり、

には特徴があり、

モルタルで8cm

こと

に員占り

の入口の両側

に29X29 cm 

りつぶ、される O なまこ

35 
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め目地

けのそル



タルで接合して、内側を削って戸袋にしてある。)この特異な構造が被害に結びついた。この地震で場

所によってはこのような戸袋では石がずれ出したり、転げ落ちたりした。

上田町では町役場付近で石造りの戸袋の石がずれ出し、床の間の壁が剥げ落ちた家があった。原町

の北東端では瓦、壁が剥げ落ちた家があった。中原町西側では土蔵の控剥がれ、ひさし落ち、ひさし

の石積みが外れ、石造戸袋の石ずれ出し家があり、東側では戸袋の石、口を開き

た家があった。長屋町東側では石造戸袋の石ずれ出し、新築家屋で壁の落ちた家があった。池之町西

側の南角付近で、石造戸袋の石がずれ、瓦壁の瓦全部が剥落した家があった。下回 3丁目西側の南角

では石造戸袋の石がずれ、壁にひびが入った家があった。広岡町の警察署付近では瓦壁の瓦が剥げ落

ちた家が2戸あった。須崎町では石造の戸袋の傷んだ家が数戸あった。これらの被害分布を地図上で

調べてみると、広岡町の南角から略北東に向って上田町、池之町、長屋町を過ぎ、下回橋に連絡する

綾上に分布しているようである O

、伊
ι舗岬

3 ) 

4 )門村

と思われること

晩、古川や七ツ

日、掘り抜き

または大砲のよう

と

(1935) : 

(1935) : 

されている O

り き

り、

しユ

の

とい /0

し￥。

3 

4 

「静清地域における

一 (1962): 
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した。

も つ/こという O

るO

り、さら


